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健康食品とQOL
池 田 隆 幸 (藤女子大学QOL研究所長)
健康と直接関連のあるQOLを health-related QOL（HRQL）とし、健康と直接関連の
ないQOL（non-healthrelated QOL：NHRQL）とに分ける場合がある。人の健康に直接
影響する部分のQOLでは、身体的状態、心理的状態、社会的状態などが考慮され、医療に
おけるQOL研究のほとんどは、このHRQL研究である。
今よりも健康で幸せになりたいと思う気持ちが、生きる力を生み出すのは言うまでもな
い。ところが、もっと健康になりたいと思う心が、実は多様な健康食品を生みだしている。
平成21年、北海道経済産業局が出した「消費者ニーズにもとづく安全性等評価を活用した
健康食品ビジネスの展開方策に関する調査の統計」では、約1,000人を対象にアンケート
を行った結果が掲載されている。健康食品を摂取したことがある人は全体の約80％で、こ
のうち毎日健康食品を摂取しているのは30％であったが、最も多い60歳台女性では50％
を超えていた。毎日健康食品を摂取している人の８割は、ほぼ毎日３食の食事をとり、半
分以上が毎年健康診断を受けている。すなわち、この統計からは、健康食品を取っている
人は、健康意識が高くきちんと食事をとり、健康診断をしているが、さらに健康になりた
いと思っている。一方、食事を定期的に取らず健康診断に行かない人は、健康食品にも興
味が薄く健康意識も低いことが読み取れる。
健康は、他の人との比較が難しいため、常に自分との比較になる。そうすると、毎日の
ように健康食品を摂取している60歳台女性の場合、自分と比較するとなると、より若かっ
たときの自分との比較となる。これは、実は悲しいことで、何もしなければ老いていくの
だから当然健康値は下がる。こういったことが、健康食品に手を出す要因となるのだろう。
一方、同じ60歳台の男性はというと、30％とほぼ平均値と同じである。女性よりも男性の
方が平均寿命が短いので、老化が遅いわけではないだろう。鈍感なのか、それとも気にし
ないだけなのだろうか？ それとも外見的に老化が目立たないだけなのだろうか？
健康で長生きはQOLの一つの方向でもあり、食はその中でも重要なアイテムの一つで
あるのはみんなが分かっているのだが、食も体も極めて個人差が大きく、明快な答はない。
唯一言えるのは、「一日３食、バランス良く食べましょう」というありふれたものだが、未
だにこれが難しい。1991年に定められた特定保健用食品は、現在1,000品目を超え、いわ
ゆる健康食品を含めると星の数ほどある。少々高くても、３食＋アルファでより健康にな
るならば?と願う心に忍び寄る誘惑は意外と多く、正しい食の情報をきちんと伝える必要
性がさらに高まるのである。
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